
 

 

 

１．日  時：令和３年８月１８日（水）１５：３０～１７：３０ 

 

２．場  所：広島合同庁舎１号館 ５階 共用１号会議室 

 

３．出席委員：会 長 藤井 堅   広島大学名誉教授 

       委 員 石井 義裕  広島工業大学教授 

委 員 前川 秀雅  弁護士 

委 員 塚井 誠人  広島大学大学院工学研究科准教授 

 

４．議事次第 

 添付資料のとおり 

 

５．審査対象工事・業務一覧 

  添付資料のとおり 

 

６．審議における主な意見の概要 

 

【業務審査】 

○全体説明 

〈令和３年度道路基盤地図作成支援業務〉 

〈令和３年度新土木工事積算システムデータ等改訂業務〉 

 ・業務内容に関する質問あり 

  →業務内容について回答 

 

 ○個別説明 

〈令和３年度道路交通調査集計分析業務〉 

 ・業務内容に関する質問あり 

  →業務内容について回答 

 

審査対象業務について了承された。 

 

○開札後整理 

〈令和３年度山陽地区公共事業労務費調査業務〉 

〈令和３年度山陰地区公共事業労務費調査業務〉 

〈令和３年度中国地方整備局管内電気通信施設設計業務〉 

 ・評価結果に関する質問あり 

  →評価結果について回答 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第一部会（第５回）開催結果の概要 



 

 【工事審査】 

 ○全体説明 

〈令和３年度玉島笠岡道路干瓜川橋下部他工事〉 

  ・特になし 

 

〈令和３年度東広島バイパス瀬野西ＩＣ第４改良工事〉 

  ・評価項目に関する質問あり 

   →評価項目について回答 

 

 ○個別説明 

〈令和３年度岩国・大竹道路岩国トンネル工事〉 

 ・評価項目に関する質問あり 

  →評価項目について回答 

 

〈令和３年度三隅・益田道路馬橋高架橋鋼上部工事（一括審査Ａ工事）〉 

〈令和３年度笠岡バイパス入江大橋鋼上部工事（一括審査Ｂ工事）〉 

〈令和３年度北条ＪＣＴランプ橋第１鋼上部工事（一括審査Ｃ工事）〉 

  ・評価内容に関して質問あり 

   →評価内容について回答 

 

  審査対象工事について了承された。 

 

○開札後整理 

〈令和３年度安芸バイパス熊野川高架橋第２ＰＣ上部工事〉 

〈令和３年度三隅・益田道路板ヶ峠第２高架橋鋼上部工事〉 

〈令和３年度米子道路米子大橋第１鋼上部工事（一括審査Ａ工事）〉 

〈令和３年度三隅・益田道路岡見川橋鋼上部工事（一括審査Ｂ工事）〉 

 ・特になし 

 

〈令和３年度中国地方整備局電源設備工事〉 

 ・評価結果に関する質問あり 

  →評価結果について回答 

 

 

－以上－ 



               日 時：令和３年８月１８日（水）１５：３０～ 

場 所：広島合同庁舎１号館５階共用１号会議室 

 

令和３年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第５回） 
 

議 事 次 第 

 

 

１．開  会 

２．議  事 

【業務関係】 

１）審査対象業務の全体説明                      [資料－１]  

 

２）審査対象業務の個別説明                      [資料－２] 

 

３）開札後整理                         [資料－３]  

 

【工事関係】 

１）審査対象工事の全体説明                      [資料－４]  

 

２）審査対象工事の個別説明                      [資料－５] 

 

３）開札後整理                         [資料－６]  

  

３．閉  会 
 

 

 

 

次回（令和３年度 第６回）予定 

                    日 時：令和３年９月２４日（金）１３：３０～ 

場 所：広島合同庁舎２号館６階共用７号会議室 

 













◆第５回　総合評価審査委員会　第一部会　審査対象工事件数・・・・・・・・全６件

◆公告前審査（評価項目・加算点の審査）・・・・・・３件

【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）・・・・・・３件

一般土木 令和３年度岩国
いわくに

・大竹
おおたけ

道路
どうろ

岩国
いわくに

トンネル工事

一般土木 令和３年度玉島
たましま

笠岡
かさおか

道路
どうろ

干
ほし

瓜
うり

川
かわ

橋
ばし

下部他工事

一般土木 令和３年度東広島
ひがしひろしま

バイパス瀬野
せの

西
にし

ＩＣ第４改良工事

計 3

●：重点審査案件

●

工種 工事名

【　審査対象工事一覧表　総括表　】



◆第５回総合評価審査委員会　第一部会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル

ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管
理

優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

週
休
2
日
履
行
実
績

週
休
2
日
実
施
宣
言

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

若
手
技
術
者
育
成
型

女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

加
算
点
の
合
計
②

技術提案

評価内容１ 評価内容２
②企業の能力等①技術提案

合
計

工事の特性

（評価項目設定
の妥当性が判
断できる工事
内容や特性を
わかりやすく記

載すること）

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
計
①

①施工体制評価点

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

備
　
　
考

施工能力等
③配置予定技術者の能力等

合
計

段階選抜

審査対
象部会
（回）

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
案
件

No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課 工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

○ 1

山
口
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

5 －

令和３年度岩国
いわくに

・大
おお

竹
たけ

道路
どうろ

岩国
いわくに

トンネル

工事

ラ
ン
ク

種
　
別

工　事　概　要

2

岡
山
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

5 －

令和３年度玉島
たましま

笠岡
かさおか

道路
どうろ

干瓜
ほしうり

川
がわ

橋
ばし

下部他

工事

3

広
島
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

5 －

令和３年度東
ひがし

広島
ひろしま

バ

イパス瀬野
せ　の

西
にし

ＩＣ第４

改良工事



◆入札前審査（技術提案の審査）・・・・・・３件

【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）・・・・・・３件

～５者 ６～１０者 １１者～

鋼橋上部
令和３年度三隅

みすみ

・益田
ますだ

道路
どうろ

馬
うま

橋
はし

高架橋
こうかきょう

鋼上部工事（一括審査Ａ工

事）
90 － － ○

鋼橋上部 令和３年度笠岡
かさおか

バイパス入江
いりえ

大橋
おおはし

鋼上部工事（一括審査Ｂ工事） 90 － － ○

鋼橋上部 令和３年度北条
ほうじょう

ＪＣＴランプ橋
きょう

第１鋼上部工事（一括審査Ｃ工事） 90 － － ○

計 3 3

●：重点審査案件

●

● －

－ 橋梁上部工の品質・耐久性向上に関する施工計画 －

工種
工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点）
工事名

総合的コスト縮減

評価項目（技術提案）

【　審査対象工事一覧表　総括表　】

● － 橋梁上部工の品質・耐久性向上に関する施工計画 －

－ 橋梁上部工の品質・耐久性向上に関する施工計画

【　入札前審査　総括表　】

競争参加者数



◆第５回総合評価審査委員会　第一部会　入札前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル

ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管
理

優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

週
休
2
日
履
行
実
績

週
休
2
日
実
施
宣
言

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

若
手
技
術
者
育
成
型

女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
案
件

No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課

審査対
象部会
（回）

○ 1

浜
田
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

2 5

備
　
　
考

技術提案 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

①技術提案

合
計

公
告
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

加
算
点
の
合
計
②

令和３年度三隅
みすみ

・益
ます

田
だ

道路
どうろ

馬橋
うまはし

高架橋鋼

上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

－

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

評価内容１ 評価内容２
ラ
ン
ク

種
　
別

工　事　概　要

○ － 90.0 30.0
橋
梁

本工事は、一般国道９
号三隅・益田道路のう
ち、島根県浜田市金山
町～土田町地内にお
ける鋼橋上部工事であ
る。

工事延長　L=355m
【馬橋高架橋】
鋼４径間連続合成細幅
箱桁橋
L=318m（支間長80.0＋
94.0＋94.0＋50.0m）

橋梁の構造体
として重要であ
る鋼橋上部工
について、より
良い品質を
持った構造体と
する事が重要
である。

6 ○

一
般
競
争

－

工事の特性

（評価項目設定
の妥当性が判
断できる工事
内容や特性を
わかりやすく記

載すること）

一括審査
Ａ工事

○ 2

岡
山
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

－ － － － －－ － － － － －－ － － － －

2 5

令和３年度笠岡
かさおか

バイ

パス入江
いりえ

大橋
おおはし

鋼上部

工事

本
官

鋼
橋
上
部

－

－ － －－－ 60.0 － － － －15.0 15.0 60.0

橋梁上部
工の品
質・耐久
性向上に
関する施
工計画

60.0 －

技
術
提
案
評
価
型

（
Ｓ
型

）

－

○ － 90.0 30.0
橋
梁

本工事は、一般国道２
号笠岡バイパスのう
ち、岡山県笠岡市西大
島新田～入江地内に
おける鋼橋上部工事で
ある。

工事延長　L=170m
【入江大橋】
鋼３径間連続非合成鈑
桁橋
L=118m（支間長29.0＋
56.5＋32.5m）

橋梁の構造体
として重要であ
る鋼橋上部工
について、より
良い品質を
持った構造体と
する事が重要
である。

6 ○

一
般
競
争

－
一括審査

Ｂ工事

○ 3

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

－ － － － －－ － － － － －－ － － － －

2 5
令和３年度北条

ほうじょう

ＪＣＴ

ランプ橋
きょう

鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

－

－ － －－－ 60.0 － － － －15.0 15.0 60.0

橋梁上部
工の品
質・耐久
性向上に
関する施
工計画

60.0 －

技
術
提
案
評
価
型

（
Ｓ
型

）

－

○ － 90.0 30.0
橋
梁

本工事は、一般国道９
号北条道路のうち、鳥
取県東伯郡北栄町田
井～弓原地内における
鋼橋上部工事である。

工事延長　L=211m
【北条ＪＣＴランプ橋】
鋼４径間連続合成箱桁
橋
L=211m（支間長46.5＋
76.5＋44.0＋44.0m）

橋梁の構造体
として重要であ
る鋼橋上部工
について、より
良い品質を
持った構造体と
する事が重要
である。

6 ○

一
般
競
争

－
一括審査

Ｃ工事－ － － － －－ － － － － －－ － － － － － － －－－ 60.0 － － － －15.0 15.0 60.0

橋梁上部
工の品
質・耐久
性向上に
関する施
工計画

60.0 －

技
術
提
案
評
価
型

（
Ｓ
型

）

－



◆開札後整理・・・・・・５件

【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）・・・・・・２件

～5者 6～10者 11者～

プレストレス
ト・コンクリー

ト
令和３年度安芸

 あ　き

バイパス熊野川
くまのがわ

高架橋
こうかきょう

第２ＰＣ上部工事 90 ○

鋼橋上部 令和３年度三隅
みすみ

・益田
ますだ

道路
どうろ

板
いたが

ヶ峠
たお

第２高架橋
こうかきょう

鋼上部工事 90 〇

計 2

【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）・・・・・・２件

～5者 6～10者 11者～

鋼橋上部 令和３年度米子
よなご

道路
どうろ

米子
よなご

大橋
おおはし

第１鋼上部工事（一括審査Ａ工事） 70 ○

鋼橋上部 令和３年度三隅
みすみ

・益田
ますだ

道路
どうろ

岡見
おかみ

川
かわ

橋
ばし

鋼上部工事（一括審査Ｂ工事） 70 ○

計 2

【施工能力評価型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）・・・・・・１件

～5者 6～10者 11者～

受変電設備 令和３年度中国
ちゅうごく

地方
　 ちほう

整備局
　せいびきょく

電源設備工事 70 ○

計 1

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点）

－

工種 工事名
施工体制評価点

　　＋加算点の合計
（満点）

競争参加者数

－

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点）

－

高力ボルトの現場継手工に関する施工計画

高力ボルトの現場継手工に関する施工計画

競争参加者数

工事目的物の性能・機能等

橋梁上部工の品質・耐
久性向上に関する施工

計画

橋梁上部工の品質・耐
久性向上に関する施工

計画

社会的要請への対応

－

【　報告対象工事一覧表　総括表　】

【　開札後整理　総括表　】

工種 工事名 施工計画

工種 工事名
競争参加者数評価項目（技術提案）

総合的コスト縮減



◆第５回総合評価審査委員会　第一部会　開札後整理工事一覧
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル

ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管
理

優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

週
休
2
日
履
行
実
績

週
休
2
日
実
施
宣
言

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

若
手
技
術
者
育
成
型

女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課

審査対
象部会
（回）

1

広
島
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

11
（R2）

2

備
　
　
考

技術提案 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

①技術提案

合
計

公
告
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

加
算
点
の
合
計
②

令和３年度安芸
あ　　き

バイ

パス熊野川
　くま　の　がわ

高架橋第

２ＰＣ上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

－

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

評価内容１ 評価内容２
ラ
ン
ク

種
　
別

工　事　概　要

○ － 90.0 30.0
橋
梁

本工事は、一般国道
２号安芸バイパスのう
ち、広島市安芸区上
瀬野町地内における
ＰＣ上部工事である。

工事延長 L=640.0m
【熊野川高架橋】
PC５径間連結コンポ
橋
L=217.5m（支間長
42.2m＋42.3m×3＋
42.2m）

橋梁の構造体
として重要で
あるＰＣ上部
工について、
より良い品質
を持った構造
体とする事が
重要である。

3 ○

一
般
競
争

-

工事の特性

（評価項目設定
の妥当性が判
断できる工事
内容や特性を
わかりやすく記

載すること）

－

2

浜
田
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

- - - - -- - - - - -- - - - -

11
（R2）

2

令和３年度三隅
みすみ

・益
ます

田
だ

道路板ヶ峠
いたがたお

第２高

架橋鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

－

- - --- 60.0 - - - -15.0 15.0 60.0

橋梁上部
工の品
質・耐久
性向上に
関する施
工計画

60.0 -

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－

○ － 90.0 30.0
橋
梁

本工事は、一般国道
９号三隅・益田道路
のうち、島根県浜田
市三隅町地内におけ
る鋼橋上部工事であ
る。

工事延長　L=79m
【板ヶ峠第２高架橋】
鋼単純合成細幅箱桁
橋
L=61ｍ（支間長
59.2m）

橋梁の構造体
として重要で
ある鋼橋上部
工について、
より良い品質
を持った構造
体とする事が
重要である。

3 ○

一
般
競
争

- －- - - - -- - - - - -- - - - - - - --- 60.0 - - - -15.0 15.0 60.0

橋梁上部
工の品
質・耐久
性向上に
関する施
工計画

60.0 -

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－



◆第５回総合評価審査委員会　第一部会　開札後整理工事一覧
【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） チ） ツ） テ） ト） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

施
工
能
力
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
成
績

同
種
工
事
の
成
績
の
う
ち
安
全
対

策
に
お
け
る
評
定
点

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管

理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

（
現
場
作

業

）

技
能
者
の
従
事
計
画

（
工
場
製

作

）

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

週
休
２
日
達
成
企
業

週
休
２
日
実
施
宣
言

自
社
工
場
に
お
け
る
製
作

鋼
橋
脚
・
横
断
歩
道
橋
設
置
工
事

の
受
注
実
績

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

維
持
修
繕
工
事
等
の
受
注
実
績

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
実
績

（
工
場
製
作

）

同
種
工
事
の
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

（
Ｃ
Ｐ
Ｄ

）

設
計
照
査
技
術
者
の
配
置

若
手
技
術
者
育
成
型

（
専
任
技
術

者
の
配
置

）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

施工計画

施
工
体
制
評
価
点
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

①施工計画

合
計

①施工体制評価点

加
算
点
の
合
計
②

種
　
別

工　事　概　要

公
告
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

1

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

12
（R2）

-

令和３年度米子
よなご

道路

米子
よなご

大橋
おおはし

第１鋼上部

工事

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課

審査対
象部会
（回）

-

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

- ○ ○
本
官

鋼
橋
上
部

-
橋
梁

本工事は、一般国道９号米子道路のうち、鳥
取県米子市福市地内における鋼上部工事で
ある。

工事延長　L=200m
【米子大橋】
鋼４径間連続少数鈑桁橋
L=163.6m（支間長：39.7+40.6+40.1+41.49m）

4
可
／
否

－ 4.070.0 30.0 15.0 15.0 40.0

高力ボル
トの現場
継手工に
関する施
工計画

－ － － － 1.0 －2.0 － － 1.0 2.0 －

令和３年度三隅
みすみ

・益
ます

田
　だ 　　どうろ

道路岡見
おかみ

川
がわ

橋
ばし

鋼上

部工事

本
官

鋼
橋
上
部

-
橋
梁

本工事は、一般国道９号三隅・益田道路のう
ち、島根県浜田市三隅町岡見地内における
鋼上部工事である。

工事延長　L=145m
【岡見川橋】
鋼３径間連続少数鈑桁橋
L=131m（支間長：40.0+52.0+37.0m）

4 -2

浜
田
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

12
（R2）

- 1.0 2.0 －

高力ボル
トの現場
継手工に
関する施
工計画

可
／
否

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

- ○ －○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

4.0 2.0 － － 40.0
一括審査

Ａ工事

備
　
　
考

施工能力等
②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

3.0 2.0 1.0－ － 4.0 4.04.0 2.0 1.0 2.0 1.0

4.0 4.0 2.0 2.0 4.0 3.0 2.0 4.0 2.0－ 1.0 1.0－ 2.0 1.0 － － 4.0－ － － － － 1.0 － － 40.0
一括審査

Ｂ工事



◆第５回総合評価審査委員会　第一部会　開札後整理工事一覧
【施工能力評価型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

施
工
能
力
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
実
績

当
該
工
事
種
別
の
平
均
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管

理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

週
休
２
日
達
成
企
業

週
休
２
日
実
施
宣
言

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

維
持
修
繕
工
事
等
の
受
注
実
績

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

（
Ｃ
Ｐ
Ｄ

）

若
手
技
術
者
育
成
型

（
専
任
技
術

者
の
配
置

）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

備
　
　
考

施工計画 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

①施工計画

合
計

②企業の能力等

①施工体制評価点

加
算
点
の
合
計
②

③配置予定技術者の能力等

合
計

1
本
局

電
気
通
信

情
報
通
信
技
術
課

1 －

令和３年度中国
ちゅうごく

地
ちほ

方
う

整備局
せいびきょく

電源設備

工事

公
告
時
期

（
月

）

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
　
別

工　事　概　要No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課

審査対
象部会
（回）

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○
本
官

受
変
電
設
備

－

電
気
通
信

本工事は、中国地方整備局八丁堀庁舎の
自家発電設備を更新する工事である。

　電源設備工　　　　1式

5 3.0 1.0－ － 8.0 7.0－ － － － － －4.0 1.0 － 1.0 － － 40.0 －1.0 －－ － 7.0 7.0 －70.0 30.0 15.0 15.0 40.0 －－

一
般
競
争


	HP用 第５回総合評価概要（業務＋工事）
	【第５回】議事次第
	公表用（第５回）
	工事（まとめ）
	①
	②
	③
	④
	⑤
	⑥
	⑦
	⑧


